
3年生「とりせん松原店」へ！

9月15日（火）。3年生が社会科の学習で「とりせん松原店」を見学しました。
子どもたちは2つのグループに分かれ、店長さん、副店長さんに案内して
いただきながら、売り場だけでなく、野菜や魚、肉などを商品として店頭に
並べるための作業場（バックヤード）も見学しました。
普段、買い物に来ただけでは見ることのできない場所を巡り、「商品がお
店に並ぶまで」にどのような仕事があるのか、自分たちの目で確かめていき
ました。
さらに、4℃の冷蔵庫やマイナス22℃の冷凍庫にも入らせていただきまし
た。中に入った瞬間の温度の違いに驚きながら、商品を安全に保管するため
の工夫を実際に体で感じることができました。
目の前にあるものを見たり、そこで働く方から直接話を聞いたりする子ど
もたちの表情からは、たくさんの発見が伝わってきました。
見学の最後は、お楽しみの買い物タイムです。ご家族から預かった500円
を手に、値段を確かめながら商品を選びました。「家の人に頼まれた小麦粉
を買ったよ」「妹のお菓子！」とうれしそうに話す子どもたちの姿もありまし
た。社会科で学んでいる「お店の仕事」が、自分たちの生活とつながっている
ことを感じる時間にもなったようです。
教室で学んだことを、実際の場所で見て、聞いて、体験する。こうした学び
には、子どもたちの「なるほど！」を生み出す力があります。今回の見学で見
つけたことや感じたことを、これからの社会科の学習にもつなげていきます。
末筆になりますが･･･子どもたちのために丁寧に案内し、たくさんのことを
教えてくださった店長様、副店長様をはじめ、とりせん松原店の皆様、本当
にありがとうございました。また、見学に付き添ってくださった4名の保護
者ボランティアの皆様にも、心より感謝申し上げます。五小の子どもたちの
学びを支えてくださった皆様、本当にありがとうございました！！

- 見て・聞いて・体験して学びました！-

次のページにも写真が掲載してあります！
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